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見やすく読みまちがえにくいユニバー
サルデザインフォントを採用しています。

環境に配慮したFSC®認証紙と植物油インキを
使用しています。

〒650-8555 神戸市中央区港島中町7丁目1番1
TEL：（078）303-2231  FAX：（078）303-2241

株式会社アシックス

http://corp.as ics .com/jp/

株主総会・IRに関する発表資料、決算発表資料、アニュアルレポート（英文）など株主・投資家向けの情報については当社ホームページ（http://corp.asics.com/jp/investor_relations）に掲載しています。

1月1日から12月31日まで
12月31日

3月中
100株
電子公告により行う
公告掲載URL　
http://www.asics.co.jp/ir/

事業年度
剰余金の
配当基準日
定時株主総会
単元株数
公告の方法

（ 　 ）ただし、事故その他やむをえない事
由によって電子公告による公告がで
きない場合は、日本経済新聞に掲載
する方法により行います。

株主メモ

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社 
大阪証券代行部
〒541-8502 
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
tel. 0120-094-777（フリーダイヤル）

株主名簿
管理人・
特別口座の
口座管理機関
同連絡先

1． 株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ること
となっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできま
せんのでご注意ください。

２． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店においてもお取次ぎいたします。

３． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

（ご注意）

経営成績に関する分析 財政状態に関する分析
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POINT
解説

スポーツシューズ類
170,457
（83.7%）

スポーツ用具類
9,614
（4.7%）

スポーツウエア類
23,663（11.6%）

東アジア地域
25,098［21］

日本地域
63,874
［9,610］

米州地域
55,656［4］

欧州地域
50,177［64］

その他事業
3,807［122］

オセアニア／
東南・南アジア地域
14,454
［ー］

証券コード：7936

ASICS通信 Term
64th

2017. 1. 1～
2017. 6.30

トップメッセージ
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代表取締役会長兼社長CEO

現在進行中の中期経営計画「ASICS Growth Plan （AGP）
2020」の2年目に入りました。米国に続き、欧州でもお客様の
嗜好の変化と購買チャネルの変化が進む中、トレンド変化に
対応するための先行投資を行ったこともあり、当第2四半期連
結累計期間の業績は減収・減益となりました。しかしながら、ス
ポーツを取り巻く環境が大きく変わりつつある今こそ、戦略的
な投資で事業基盤の強化を進めることが持続的な成長につ
ながると確信しています。こうした考えに基づき、ブランディ
ングの強化、戦略的な販売チャネルの構築、新たなデザイン
の革新的な商品の投入を推進しています。重点施策を着実に
遂行し、AGP2020を推進します。

8月にロンドンで開催された第16回世界陸上競技選手権大
会を皮切りに、「I MOVE ME　（ワタシを、動かせ。）」をメッ
セージとした新しいキャンペーンをグローバルでスタートしま
した。体を動かすことで、自分の行動が変わり、周囲も変わり、
世界を変えていくことができます。スポーツを通じて青少年

の健全な育成に貢献したいという思いから創業した企業とし
て、一人ひとりの小さな行動が大きな変化につながり、体を動
かすことこそが人生を最大限に充実させるカギであるという
メッセージを込めています。このメッセージを通じてお客様と
情緒的なつながりを築くため、ニューヨーク、ロンドン、東京な
どの大都市で直営店を出店し、当社のブランド体験を広く発
信していきます。
こうした取り組みを通じてアスリートのみならず、日常生活
でスポーツを楽しむお客様との接点も拡大し、日本発のブラ
ンドとして世界での存在感をさらに高めていきます。

米国では、女性や若者を中心にスポーツをファッションやイ
ベントなどと組み合わせて楽しむ傾向が強まっています。ま
た、購買チャネルも実店舗からオンライン、特にモバイルに移
行しています。このトレンドの変化に対応するため、ライフス
タイルシーンにも溶け込むデザイン性と機能性を兼ね備え
た商品開発を行う専門組織を従来の開発組織から独立させ、
それぞれの顧客層に応じた製品を開発できる体制を構築し
ました。また、商品企画機能の一部を米国のトレンド発信拠点
に近いボストンに移し、トレンド変化への対応力を強化してい

ます。
欧州でも米国と同様のトレンドの変化が広がりつつありま

す。主要大都市にある直営店を活用して迅速に新しいブラン
ドイメージを発信していきます。

今後、スポーツ用品市場のさらなる成長が期待できるアジ
アでは、事業の拡大を積極的に進めています。中国では、国民
の健康意識の高まりに伴って各地でマラソン大会などの新設
が相次いでいます。ランニングのトップブランドとしてのブラ
ンディングを推進するとともに、Eコマースを積極的に拡大し
ていきます。また、好調のオニツカタイガーに加え、アシックス
タイガーでも売上拡大を目指します。
その他の新興国では、アジアや南米の成長が期待できる国

や地域に現地法人を設立して直接販売を進め、ブランディン
グを推進し、売上を拡大していきます。

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会まで3年を
切り、日本ではスポーツに対する関心が一段と高まっていま
す。8月にはロンドンで開催された第16回世界陸上競技選手
権大会において、日本をはじめとする各国代表選手に製品を

提供しました。また、国際陸上競技連盟のオフィシャルパート
ナーとして大会運営をサポートしました。このような経験を活
かし、東京2020ゴールドパートナー（スポーツ用品）として、
製品・サービスの提供を通じて東京2020大会の成功に貢献
し、スポーツに対する機運を高めていきます。
また、6月に野球日本代表「侍ジャパン」のダイヤモンドパー

トナーとなりました。これまで以上に日本野球界の発展に貢献
していきます。

持続的な成長に向け、本社機能を支える人財やシステムへ
の投資を継続しています。
システム面では、意思決定の迅速化と業務の効率化を図る
ため、全社で新しいシステムの導入を開始しています。既に欧
州の一部で導入を終え、他の地域でも順次導入を進めます。
人財面では、働き方改革に着手しています。社員の意識改
革、制度と環境整備を実施することにより、生産性の向上、心
身両面での健康増進、ダイバーシティの推進を目指していま
す。中でも、女性の活躍推進には積極的に取り組んでおり、当
社の取り組みが評価され、厚生労働大臣より女性活躍推進法
に基づく「えるぼし※」（最高位）の認定を受けました。多様な人
財がそれぞれの専門性を最大限に発揮し、全社一丸となって
持続的な成長を目指します。
株主の皆様におかれましては、一層のご理解とご支援を賜

りますよう心よりお願い申し上げます。

2017年9月

新しいブランドメッセージを
グローバルで発信

欧米ではトレンドの変化への
対応力を強化

日本では新たな取り組みを積極化

中長期の視点で事業基盤を強化

持続的な成長に向けた投資を継続

成長著しい新興国で顧客基盤を拡大

TOP MESSAGE
トップメッセージ

事業基盤を強 化し、変化に対応できる 　　　　
持続的な成長体制を構築

尾  山   基

※女性の活躍推進に関する状況等が優良な企業が認定を受けることができる制度。

代表取締役会長兼
社長CEO
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2016年12月期
第63期（実績）

2017年12月期
第64期（予想）

前期比
増減率

売上高 399,107 420,000 5.2%

営業利益 25,472 22,000 △13.6%

経常利益 23,408 21,000 △10.3%

親会社株主に帰属する当期純利益 15,566 13,000 △16.5%

1株当たり当期純利益（円） 82.01 68.48 —

（単位：百万円）通期連結業績予想



当社は、現在進行中の中期経営計画AGP2020におい
て、従来のスポーツシーンだけでなく、ライフスタイル
シーンでも選ばれるブランドになることを目指し、さまざ
まなブランド戦略を展開しています。今回は、アシックス
グループのブランド戦略についてご紹介します。

ASICSの
ブランド戦略

各ブランドの特色と位置づけ

特 集

今の、私。未来の、ワタシ。
私とワタシは、ひかれあい、ときに反発しあう。
でも、MOVEした瞬間、
私とワタシは、ひとつになれる。
動き出したワタシは、もう誰にも止められない。

感覚が、研ぎ澄まされる。
ポジティブな流れが、世界に広がる。
ちいさなMOVEのきっかけが、
ワタシを変え、まわりも変え、世界を変えていく。

だから今すぐ、動き出そう。
まずは私から、動き出そう。
未来のワタシへ、動き出そう。

I MOVE ME
ワタシを、動かせ。

近年、スポーツに対する価値観が変化しており、単に技術や記録を求めるだけではなく、仲間と参加するイベントやトレーニングな
ど、楽しく気軽に体を動かす機会が増えており、スポーツは人々の生活にとってより身近なものとなっています。そのため、「アシッ
クス」のブランドメッセージを刷新しました。世界で一貫したブランドをお客様へ伝え、情緒的なつながりを深めることを目指して
います。

当社は、“アシックス” “アシックスタイガー” “オニツカタイガー”の3つのブランドを有しています。これらのブランドは、それぞれの時代
やカテゴリーのパイオニアとして、革新的な技術により高機能な商品の提案を積みかさねることでブランド価値を向上してきました。

1980年代から1990年頃
に人気を集めた各競技用
のシューズを、カジュアル
なデザインを取り入れる
などアレンジを加え、ス
ポーツライフスタイルブ
ランドとして、2015年に復
刻しました。

アスリートをサポートする
True Sport Performance
ブランドであり、さらに、世
界の人々が体を動かすこ
とでポジティブに生活を充
実させるよう、ともに前進
するブランドです。

お客様やトレンドの変化を踏まえ、ブランドメッセージを刷新

これまで これから

1977年に3社合併により
アシックスが設立されるま
で使用されていた競技用
シューズを街履き用にアレ
ンジしたもの。2002年に
スポーツファッションブラ
ンドとして復刻しました。

NEW
BRAND
MESSAGE

気軽にスポーツを楽しむライフスタイルシーンまで拡張

オニツカタイガー 明洞（韓国） NIPPON MADEシリーズ

アシックスタイガー 大阪心斎橋GEL-KAYANO TRAINER KNIT

アシックス リージェントストリート フラッグシップ（イギリス） GEL-KENUN

オニツカタイガー

アシックス

アシックスタイガー
結果を求めるストイックな
スポーツシーンが中心

SPECIAL FEATURE

込められた
想い

（                        ）
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第16回 世界陸上競技選手権大会（2017／ロンドン）
をサポート1 さまざまなシーンで使用できる

トレーニングアパレル発売2

　アシックスは、2017年1月より、国際陸上競技連盟（IAAF）の
オフィシャルパートナーとして、さまざまな活動を通じ陸上競技
をグローバルでサポートすることで、スポーツ界全体の発展に
も貢献しています。
　2017年8月に開催された世界陸上2017 ロンドン大会では、
サポートしている6カ国の代表選手団にオフィシャルウエアを提
供したほか、契約選手をサポートしました。また、メイン会場に隣
接する「Hero Village」にブースを設けたほか、アシックス独自の
ホスピタリティブース「ASICS House」を設置し、来場されたお客
様や選手をお迎えしました。
　今後も、各競技大会で積極的な露出を図ることで、グローバ
ルでのブランド認知拡大、製品の信頼性のさらなる向上を目指
しながら、IAAFとともに、陸上競技のさらなる発展に寄与してい
きます。

　2017年秋冬シーズンより、「アシックス」ブランドで、独自のス
ポーツウエアとして新しいテイストやアイコンを取り入れたト
レーニングアパレルを展開しています。
　デザインコンセプトは「ADAPTABLE（アダプタブル＝順応す
る、適応する）」です。スポーツシーンのみならずライフスタイル
シーンでも着用できるデザインで、機能性も兼ね備えていま
す。ヘキサゴン（六角形）をデザインモチーフとして採用し、ヘキ
サゴンと「アシックススパイラル」を組み合わせ新たに視覚化し
た「アシックスヘキサゴンロゴデザイン」のほか、ヘキサゴンを
由来とするラインやマークを採用しています。また、ジャケットや
シャツ類には、背中の中心に大きく真っ直ぐに伸びたラインを入
れています。
　今後は、このヘキサゴンや背中のラインが「アシックス」ブラ
ンドのトレーニングアパレルにおけるスタンダードとなり、グ
ローバルでも展開します。

トピックス

「アシックスヘキサゴンロゴデザイン」

左からモロッコ、イタリア、日本、フランス、オランダ、韓国

TOPICS
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連結財務ハイライト

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：円）

分類別売上高
（単位：百万円）

報告セグメント別売上高
（単位：百万円）

※ ［　］内は、セグメント間の内部売上高（内訳）です。

2013年
3月期

（第59期）

2014年
3月期

（第60期）

2015年
12月期
（第62期）

2014年
12月期
（第61期）

2013年
3月期

（第59期）

2014年
3月期

（第60期）

2015年
12月期
（第62期）

2014年
12月期
（第61期）

260,198

329,464

126,601

153,657

428,496

265,097
354,051 221,658

16,108

13,773
5,811

7,922

22,285
24,534

10,237
14,527

2016年
12月期
（第63期）

2016年
12月期
（第63期）

399,107
210,681

2017年
12月期
（第64期）

420,000（
予
想
）203,735

15,566
11,849

2017年
12月期
（第64期）

13,000（
予
想
）

11,687

2013年
3月期

（第59期）

2014年
3月期

（第60期）

2015年
12月期
（第62期）

2014年
12月期
（第61期）

23.5

2016年
12月期
（第63期）

23.5

2017年
12月期
（第64期）

23.5（
予
想
）

12.0

17.0

23.5

第2四半期 通期 第2四半期 通期
（単位：円）

2013年
3月期

（第59期）

2014年
3月期

（第60期）

2015年
12月期
（第62期）

2014年
12月期
（第61期）

53.93
76.53

2016年
12月期
（第63期）

82.0162.43
2017年
12月期
（第64期）

68.48（
予
想
）

61.57

72.65

84.96

30.65

41.79

117.40
129.25

第2四半期 通期

1株当たり当期純利益

見やすく読みまちがえにくいユニバー
サルデザインフォントを採用しています。

環境に配慮したFSC®認証紙と植物油インキを
使用しています。

〒650-8555 神戸市中央区港島中町7丁目1番1
TEL：（078）303-2231  FAX：（078）303-2241

株式会社アシックス

http://corp.as ics .com/jp/

株主総会・IRに関する発表資料、決算発表資料、アニュアルレポート（英文）など株主・投資家向けの情報については当社ホームページ（http://corp.asics.com/jp/investor_relations）に掲載しています。

1月1日から12月31日まで
12月31日

3月中
100株
電子公告により行う
公告掲載URL　
http://www.asics.co.jp/ir/

事業年度
剰余金の
配当基準日
定時株主総会
単元株数
公告の方法

（ 　 ）ただし、事故その他やむをえない事
由によって電子公告による公告がで
きない場合は、日本経済新聞に掲載
する方法により行います。

株主メモ

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社 
大阪証券代行部
〒541-8502 
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
tel. 0120-094-777（フリーダイヤル）

株主名簿
管理人・
特別口座の
口座管理機関
同連絡先

1． 株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ること
となっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできま
せんのでご注意ください。

２． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店においてもお取次ぎいたします。

３． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

（ご注意）

経営成績に関する分析 財政状態に関する分析
　当第２四半期連結累計期間における売上高は
203,735百万円となりました。このうち国内売
上高は54,263百万円、海外売上高は149,472
百万円となりました。売上総利益は94,545百
万円、営業利益は16,075百万円、経常利益は
18,069百万円、親会社株主に帰属する四半期
純利益は11,687百万円となりました。

　総資産332,243百万円
（前連結会計年度末比3.1％
減）、負債の部合計134,176
百万円（前連結会計年度末比
5.2％減）、純資産の部合計
198,066百万円（前連結会
計年度末比1.6％減）でした。

　当社は、第61期より決算期を3月31日から12月31
日に変更しました。2014年12月期は決算期変更の経
過期間となることから、当社および従前の決算日が3
月31日の連結子会社は9ヶ月間（2014年4月1日～
2014年12月31日）、決算日が12月31日の連結子会
社は12ヶ月間（2014年1月1日～2014年12月31日）
を連結対象期間とした変則的な決算となっておりま
す。このため、従前の数値との連続性はありません。

株式分布状況（所有者別）

個人その他
13.12%

外国法人等
44.46%

金融機関
34.54%

証券会社
0.53%

その他の国内法人
7.35%

総資産・純資産・自己資本比率
（単位：百万円）

総資産 純資産 自己資本比率

53.1%

2013年
3月期

（第59期）

2014年
3月期

（第60期）

2015年
12月期
（第62期）

2014年
12月期
（第61期）

57.5%
49.9%

244,725

317,528

138,078

159,567

355,837
201,940

343,467 199,883

2016年
12月期
（第63期）

342,812 201,207

57.8% 58.3%

2017年
12月期
第2四半期
（第64期）

332,243 198,066

59.2%56.5%

※ 上記持株比率は、自己株式を除いて
 計算しております。

売上高 親会社株主に帰属する当期純利益

1株当たり配当金

POINT
解説

スポーツシューズ類
170,457
（83.7%）

スポーツ用具類
9,614
（4.7%）

スポーツウエア類
23,663（11.6%）

東アジア地域
25,098［21］

日本地域
63,874
［9,610］

米州地域
55,656［4］

欧州地域
50,177［64］

その他事業
3,807［122］

オセアニア／
東南・南アジア地域
14,454
［ー］


